
 
 

 

 

 

 

佐賀空港滑走路延長事業 
 

 

環境影響評価準備書 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 10 月 
 

 

 

佐 賀 県 
 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本書に掲載した地図は、数値地図（国土基本情報）（国土地理院）を加工して作成した

ものである。 



 
 

はじめに 

 

 本図書は、環境影響評価法（平成 9 年法律第 81 号）第五条の規定に基づき作成した「佐賀

空港滑走路延長事業環境影響評価準備書」である。 
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